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1. はじめに 

島尻層群の泥岩分布地域では、地すべりが多発してい

る。ボーリング調査では、コアの曝露後に膨張や変色な

どの変化が起こっている1）。今回、色彩色差計を用いてボ

ーリングコアを測定し、L*a*b*座標系の数値化を行った。

また、樹脂固定した薄片の顕微鏡拡大写真を用い、鉱物

ごとの色彩値を測定した。 

合わせて X線回折分析を実施し、島尻泥岩の構成鉱物

の同定・定量を行った。その結果、スメクタイト量と色

彩変化に関係が見られたため、報告する。 

 

2. 測定方法 

色彩測定は、FUSOU 製 PRISMO-MIRAGE 分光測色計を使

用した。コアを測定する際は、表面を霧吹きで濡らして

測定した。鉱物ごとの測定には、顕微鏡写真を拡大印刷

したものを使用した。X 線回折分析は Rigaku 製

MiniFlex600を用い、水
すい

簸
ひ

処理により粘土鉱物を同定し、

リートベルト法による鉱物重量％を算出した。針貫入試

験は、霧吹きでコアに水を吹きかけた後に実施し、針貫

入勾配 Np を求めた。 

 

3. 針貫入試験と色彩測定結果 

針貫入試験結果と色彩測定結果を図-1に示す。色彩値

は深度により傾向が異なり、a*b*の色彩の特徴から、4層

に区分した。針貫入試験では、多くは Np1～4N/mm を示し

た。Np＜0～1を示す区間は、色彩値から Zone3紫化区間

に多く対応する傾向が確認できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 鉱物ごとの色彩測定結果 

薄片の顕微鏡写真を拡大印刷し、鉱物ごとに色彩測定

を行った。その結果、鉱物ごとに特有の色彩範囲が認め

られた。測定結果のグラフを図-2に示す。 

赤色側を示す+a*に寄与するのはイライト、黄鉄鉱、有

機物と考えられる。青色側を示す-b*に寄与するのは方解

石、黄鉄鉱、有機物と考えられ、これらの混合が紫化に

関与していると思われる。X 線回折分析で行った定方位

法分析では、イライト/スメクタイト混合層鉱物が確認で

きた。スメクタイトは顕微鏡下では確認できないが、イ

ライト分布と同領域になると思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図-1 色彩分布と Np 分布状況 
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5. コアの色彩値と鉱物含有量の相関 

X 線回折分析を行い、リートベルト法を用いて鉱物ご

との含有量を算出した。算出した結果から、色彩値と鉱

物の相関式を作成し(図-4)、相関式から鉱物含有分布を

推定した(図-3)。色彩値から Zone3紫化区間とした範囲

では、相対的にスメクタイトや緑泥石、炭化物が多く認

められた。反対に、イライトは減少していた。スメクタ

イトと色彩値を検証すると、紫化が進む箇所ほど多くな

る傾向が認められた。 

スメクタイトとその他鉱物の含有量と色彩値の関連性

を見るため、スメクタイトと各鉱物の相関図を検証した

(図-5～7)。これによると、他区間においても、イライト

の減少とスメクタイトの増加が認められ、逆相関となっ

た。続成作用では高温になるほどスメクタイトからイラ

イトへ変質すると考えられている2)。Zone3は、イライト

化が進行せずスメクタイトが多く残されている区間の可

能性がある。 
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図-3 Np 分布と鉱物含有分布
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図-5 Sm-I 相関図 
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図-6 Sm-cal 相関図 
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図-7 Sm-C 相関図 


